




























穀化物高温超伝導体 BトSr-Ca-Cu-0 系には､超伝導転移温度が 100
Kを越える化学的に安定な相が存在する｡高温超伝導の舞台となってい
るこの物質の常伝導状憩の電気伝導､ホール効果の湿度依存性について
調べ た｡電気抵抗は温度に比例 しており金属的であるが､ホール効果の
温度依存性を調べるとホール係数RHが温度の逆数に比例 している｡こ
れらの振舞いは､この物質の常伝導状態の電子状態が従来の金属や半導
体のものとは大 きく異なっているためであると考 えられる｡
超伝導転移温度 とホール係数か ら見積ったキャリア洩度には相関が見ら
れ､転移温度を最大にするキャ リア濃度があることがわからた｡
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